
この科目の構成について(改行は Alt + Enter)

この科目の目標・学習内容・学習方法について(改行は Alt + Enter)

学習目標：この科目を学習して何を身につけてほしいのか

学習内容：この科目で学習する大まかな内容

学習方法：この科目を学校と家庭でどのように学習すればよいのか
(1)学校

(2)家庭

この科目の評価方法について(改行は Alt + Enter)

評価方法：何を使って評価するのか

評価における定期考査の割合

この科目の評価の観点について(改行は Alt + Enter)

評価の観点：この科目の学習内容はどのような基準で評価されるのか
(1)関心・意欲・態度

(2)思考・判断

(3)技能・表現

(4)知識・理解

新版 最新・政治経済資料集2021(第一学習社)／ニューコンパスノート政治・経済2021(とうほう)

単位2

コース一貫 対象クラス 年 組1

科目公民 現代社会

1

改訂版 現代社会（数研出版）

1

2

3

4

　現代社会の様々な出来事から課題を見いだし、民主政治において求められる価値や民主政治を基礎
づける考え方などについて多面的・多角的に考察する。また、民主政治のあり方や民主政治における人
間としてのあり方について、社会の変化や様々な立場、考え方を踏まえ、政治を身近な存在として学習
する。

　１年次は政治分野を中心に学習する。
（１）現代の国家と民主政治→民主政治における個人と国家のあり方について学習する。
（２）日本国憲法と国民生活→憲法の基本原則と国民生活との関わりを学習する。
（３）国際社会の動向→国際社会における日本の果たすべき役割や日本人の生き方を考える。

（１）定期考査→年５回実施する。
（２）課題→通常課題と特別課題。
通常課題；各単元ごとの予習課題と復習課題を解答して提出する。
特別課題；ＧＷ、夏休み、秋の連休、冬休みに、復習課題を解答して提出する。年間に４回予定している。
（３）授業への取り組み→授業中の積極的な発言、教科書・サブノートへの書き込みがなされているか。
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　教科書や副教材、資料集を使って学習する。発表やレポートを作成し、アクティブラーニングの技法
を用いて、相互学びあいを導入する。

　日々の社会事象（政治・経済の動き）に関心を持ってほしい。新聞やニュースなどからの情報は、
身近なモノとして記憶に残りやすいものである。また、単元ごとに課される予習課題と復習課題に取
り組むことで、授業内容を確実に定着させる。

％

教科

対象コース

使用教科書

使用副教材

単位

　授業内容から、現実問題との関わりを創造することができるか。

　グラフや表をみて、そこから何を読みとることができるか。

　用語を用いて、意図することを表現できるか。

　定期考査の得点から、基本事項をどれだけ理解しているか。



この科目の学習計画について(改行は Alt + Enter)
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年間学習計画：この科目でいつ・何を・どのように学ぶのか
学期 月

重視する評価の観点

学習の項目 学習の内容
第２章　現代の民主政治と
　　　　　　　政治参加の意義
　第１節　日本の政治機構
　１．国会のしくみと役割

　
  ２．内閣のしくみと役割
　

　３．裁判所の役割

　４．地方自治の現状と課題

第２節　政治参加と民主政治の
課題
　１．政党の役割

　２．選挙と選挙制度

　３．世論の形成と現代民主政
治の課題

　４．行政の拡大と民主化

　５．平和主義と安全保障

第３章　国際政治の動向と日本
の果たすべき役割
第１節　国際政治の動向
　１．国際社会と国際法

　２．国際社会と集団安全保障

　３．国際連合の役割と課題

　４．国際社会の動き

・国会の地位と組織、権限について学習するととも
に、実際の国会運営、つまり審議方法や議決の仕方
などに着目しながら、その問題点を学習する。

・日本国憲法における議院内閣制の意義や、内閣と
内閣総理大臣の権限について学習する。

・三審制の仕組みや最高裁判所の地位と権限、違憲
立法審査権などについて具体的裁判事例をもとに学
習する。

・地方自治の本旨を学習する。また地方分権化に基
づく地方自治の確立が、民主主義の基礎であること
を学習する。

・政党の役割と意義について理解させ、５５年体制
崩壊後の政党の動向を踏まえながら、政党の特色と
現状における問題点を学習する。

・選挙の意義と新選挙制度の問題点を学習する。

・世論の力が民主政治の中心的な役割を担っている
ことを認識させるとともに、政治的無関心の増大や
世論に影響をもつマスメディアの問題点やあり方を
学習する。道徳教育の実践。

・行政機能の拡大による国会の形骸化が発生したこ
とを学習し、民主化のために様々な制度が作られた
ことを学習する。

・憲法前文および９条に示される平和主義の理念
が、どのような国民的歴史体験を背景にしているか
を学習する。

・国際社会が主権国家を単位として成立し、発展し
てきたことを学習する。また国際秩序を求める動き
が国際法の成立につながっていることを学習する。

・主権国家の誕生、勢力均衡方式から集団安全保障
体制への変化について学習する。
・国際連合の成立と仕組みについて、国際連盟との
比較においてその特色を明らかにする。

・第二次世界大戦後の東西対立が国際政治の基軸と
なっていたことを学習するとともに、ソ連の崩壊に
よる社会主義国の変化と動向を学習する。
・米ソ中心の国際社会から多極化が進んだ経緯を学
習する。また、冷戦後のアジアの動きを日本との関
わりにも注意して学習する。
・平和主義の理念が国際情勢の変化の中でどのよう
な問題を生じさせ、国内政治とどう関わってきたか
を学習する。道徳教育の実践。
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